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(letter)，stimulussize，reactiontime．

いくつかの文字から成る視覚ディスプレイの中から特

定の標的文字についての報告を求める文字の選択的認知

課題において見られる干渉効果の生起する原因は，主と

して視覚情報処理系における反応レベルにある，つまり

標的文字とともに処理されたノイズ文字が標的文字と競

合する反応を要求することにあるとする有力な証拠が得

られた（Eriksen＆Hoffman，１９７３；渡辺，１９８５；

Watanabe，1986)．

一方，Eriksen＆Schultz(1979）は，反応の競合性だ

けでなく視覚ディスプレイ中の文字の大きさという感覚

的な特性もノイズ文字の干渉効果の生起にとって重要な

役割を果たすのだと主張した．

彼らによると，ディスプレイ中のいずれの文字も特徴

分析に始まる一連の視覚情報処理過程を経てそれぞれ反

応開始の準備をすることになるが，各文字の情報処理の

進行速度はそれぞれの文字の持つ感覚的な特性によって

変化する．つまり，他の文字に比べて大きい文字はより

速く情報処理を完了するとともに反応開始の準備を完了

するに至る．そして，標的文字の認知反応は，反応の時

点において，競合する反応をもたらすノイズ文字の反応

開始の準備が十分な時に強い干渉効果を受ける．したが

って，ノイズ文字が標的文字より大きい場合には，ノイ

ズ文字の干渉効果は大きくなり，逆に，標的文字がノイ

ズ文字より大きい場合には，ノイズ文字の干渉効果は小

さくなる．

本研究においては，標的文字とノイズ文字の大きさお

よび，ノイズ文字を実験変数としてEriksen＆Schultz

(1979）と類似した文字の選択的認知課題の実験を行っ

た．これにより，文字の大きさという感覚的特性およ

び，ノイズ文字と標的文字との反応の関連性が文字の選

択的認知過程に及ぼす効果を検討することを目的とし

た．

Eriksen＆Schultz（1979）は上述した研究において

標的文字とノイズ文字の相対的な大きさをコントロール

した．本研究においては，相対的な文字の大きさの効果

だけでなく標的文字とノイズ文字それぞれの絶対的な大

きさの効果も調べるために，それぞれの文字の大きさを

独立して２通りに変化させた．また，彼らはノイズ文字

の実験変数を，ノイズ文字が標的文字と同じ反応となる

場合と標的文字と反対の反応となる場合の２条件しか用

意していない．しかしWatanabe（1986）によると，ノ

イズ文字の干渉効果は，ノイズ文字に対する反応が標的

文字と同じであるか反対であるかということに加えて，

標的文字あるいは標的文字と反対の反応となるノイズ文

字との形の類似性によっても変化することが明らかとな

った．そこで本研究においては，Watanabe（1986）に

ならってノイズ文字の実験変数を，ノイズ文字が，標的

文字と同じ文字であるＳＴ（sameastarget）条件，標

的文字と反対の反応に導く文字と形が似ているが標的文

字と同じ反応に導くＲＣ（responsecompatible）条件，

標的文字と形が類似しているが標的文字と反対の反応に

1本研究は，九州芸術工科大学在職中に昭和６１年度

(財)実吉奨学会研究助成金の援助を受けて行われたもの

である．
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導くＲＩ（responseincompatible)-ａ条件，および，標

的文字と形が類似することなく標的文字と反対の反応に

導くＲＩ－ｂ条件の４種類に変化させた．

Eriksen＆Schultz（1979）の主張に従うと，視覚デ

ィスプレイの提示後被験者が反応ボタンを押すまでの反

応時間に関して次のように予測できる．標的文字の小さ

い条件より大きい条件において反応時間が小さくノイズ

文字の影響も受けにくいであろう．ノイズ文字の小さい

条件より大きい条件において，反応時間はノイズ文字の

影響を受け易いであろう．また，ノイズ文字に対する反

応が標的文字と同じである条件より標的文字と反対であ

る条件において，ノイズ文字の干渉効果が大きく反応時

間も大きくなるであろう．更に，ノイズ文字が標的文字

あるいは標的文字と反対の反応となるノイズ文字との形

の類似性の効果は標的文字およびノイズ文字の大きさの

条件によって違って現れるであろう．

ターと透視スクリーンから成る２視野タキストスコープ

を用いた．第１視野には凝視点として高さが視角で１２’

の×印を，第２視野にはテスト刺激をそれぞれ提示し

た．スクリーンまでの観察距離が１１０ｃｍとなるよう

に顔面固定器を用いて被験者を固定した．視野の輝度は

約８５ｃｄ/ｍ２に一定した．視野は，標的の現れる位置を

中心とし直径が視角で５．１２’の円形になるように黒の

ラシャ紙でさえぎった．刺激提示の時間制御のためには

３チャンネル・デジタルタイマーを用い，テスト刺激の

提示から被験者が反応ボタンを押すまでの反応時間を

１ｍｓ単位で測定するためにミニタイムカウンターを用

いた．

刺激ディスプレイＣ，Ｅ，Ｆ，Ｏの４種のアルファベ

ット大文字から選んだ１個か３個の文字をＦｉｇｌのよ

うに配置したものをスライド化したものをテスト刺激と

して用いた．標的文字の大きさの実験変数として，標的

文字の高さが視角で１２’であるＴＳ（smalltarget）条

件と２４’であるＴＬ（largetarget）条件を用意した．

ノイズ文字の大きさの実験変数として，ノイズ文字の高

さが視角で１２’であるＮＳ（smallnoise）条件と２４’

であるNLOargenoise）条件を用意した．標的文字か

ら視覚で１８１離れた両側の位置に１個ずつ配置するノ

イズ文字の種類によってノイズ文字の実験変数とした．

すなわち，前述したＳＴ条件，ＲＣ条件，ＲＩ－ａ条件お

よび，ＲＩ－ｂ条件の４条件を用意した．以上の３つの実

験変数の組糸合わせによってできる１６条件のほかにコ

ントロール条件として，高さが，視角で１２'の標的だ

けを提示するＳＴＳ（singlesmalltarget）条件と２４’

の標的だけを提示するＳＴＬ（singlelargetarget）条件

の２条件を用意した．なお，凝視点と標的文字との空間

間隔は視角で１８’であった．

以上のテスト刺激を，１８条件のそれぞれに４種類の

標的を対応させた合計７２種類のテスト刺激を用意し

た．

手続き実験者が口頭で用意の合図をした後，被験者

は×印を凝視できた時に足下のフットスイッチを踏むこ

とによりその試行を開始させた．試行開始の１秒後にテ

スト刺激が２秒間提示された．被験者には，×印を凝視

したまま，擬視点のすぐ上に位置する標的がＣかＥであ

れば反応スイッチの左右のボタンの一方を，ＦかＯであ

れば他方のボタンを，左のボタンは左手の，右のボタン

は右手の親指で押して反応するよう教示した．標的の種

類と反応ボタンの対応関係は被験者間でカウンターバラ

ンスした．

実験は４日間のセッションに分けて実施した．１日目

のセッションにおいては，まず文字と反応ボタンの正確

な対応づけを学習させるための４０回の練習試行を行

い，次に正確かつ迅速に反応するよう教示した後７２回

方法

装置ランダムアクセスプロジェクター，電子シャツ
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Ｆｉｇｌ．Examplesofthestimulusdisplays
forfourconditionsofnoiseletters：ｓａｍｅａｓｔａｒｇｅｔ

(ST)，responsecompatible（RC)，responseinconL

patibleandsimilaｒｔｏｔｈｅｔａｒｇｅｔ（RI-a)，ａｎｄｒｅ‐

sponseincompatibleanddissimilaｒｔｏｔｈｅｔａｒｇｅｔ

(RI-b)，ｗｈｅｎｔｈｅｓｉｚｅｏｆｔｈｅｔａｒｇｅｔｌｅｔｔｅｒｉｓｓｍａｌｌ

(TS）ｏｒlarge（TL)，ａｎｄｔｈｅｓｉｚｅｏｆｔｈｅｎｏｉｓｅ

ｌｅｔｔｅｒｓｉｓｓｍａｌｌ（ＮＳ）ｏｒlarge（ＮＬ)．Bottomtwo
displaysarefortwoconditionswherethesizeof

thetargetpresentedsinglyissmall（STS）ａｎｄ
large（STL)．Eachconditionisshownforthetrial

onwhichthetargetletteris“Ｅ，，．
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の練習試行を行った．２分間の休憩の後，５回のウォー

ムアップ試行と５６回の本試行から成るブロック２つ

を，ブロック間に２分間の休憩をはさんで被験者に課し

た．２日目と３日目のセッションにおいては，同様の４

ブロックの糸をブロック間に２分間の休憩をはさんで同

様のやり方でそれぞれ実施した．４日目のセッションに

おいては，同様の２ブロックの承を同様のやり方で実施

した．各セッションの開始に先立って２分間の暗順応を

行い個人別に暗室にて実施した．

１２ブロックの本試行を通じて，ＲＩ－ａ条件とＲＩ－ｂ条

件に係わる８条件がそれぞれ２４試行，この８条件以外

の１０条件がそれぞれ４８試行，総計６７２試行を被験

者に課した．練習試行，本試行のいずれにおいても，用

意した同じ７２種類のテスト刺激をランダムアクセスプ

ロジェクターを駆使することにより順序を変えて提示す

ることによって実験を行った．なお，各条件の試行順序

による効果は被験者内でカウンターバランスした．被験

者が誤反応をしたテスト刺激は各ブロック終了に引き続

き再度提示し，正反応時間をデータとして用いた．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常でこの種の

実験に関して未経験な男９名女３名の大学生であった．

結果と考察

１８の各条件下における４８（RI-a条件とＲＩ－ｂ条件

では２４）回の本試行の正反応時間を被験者ごとに平均

したものをデータとして用い，１２名の被験者の平均

をFig.２に示した．２（標的文字の大きさ）×２（ノイ

ズ文字の大きさ）×４（ノイズ文字)×１２(被験者）の４

要因の分散分析を行ったところ，標的文字の大きさ

(Fh,,,)＝145.85,ｐ＜､001)，ノイズ文字の大きさ（F(1,1,）

＝110.51,ｐ＜､001)，ノイズ文字（F18,33)＝30.09,Ｐ＜

､001）の主効果および，標的文字の大きさ×ノイズ文字

の交互作用（F18,88)＝6.52,ｐ＜､002）に関して有意差が

見られた．また，標的文字の大きさ×ノイズ文字の大き

さの交互作用（Fh,,,)＝3.98,.05＜p＜､10）および，標

的文字の大きさ×ノイズ文字の大きさ×ノイズ文字の交

互作用（Ｅ3,88)＝2.35,.05＜P＜・10）に関して有意水準

に近い差が見られた．

標的文字の大きさの効果

Fig.２より，標的文字の小さい条件より大きい条件

において反応時間が小さいことが分る．まず，標的文字

の糸を提示するＳＴＳ条件とＳＴＬ条件間で，標的文字

の大きさの効果をノ検定によって調べたところ有意差

が見られた（/(,,)＝4.98,ｐ＜､001)．次に，ノイズ文字

を伴う条件に関しても標的文字の大きさの効果を調べる

ために，ノイズ文字の小さいＮＳ条件と大きいＮＬ条

件に分けて２(標的文字の大きさ）×４（ノイズ文字)×

12(被験者）の３要因の分散分析を行った．ＮＳ条件に

おいては標的文字の大きさ（ＦＭ)＝94.78,ｐ＜､001)，

ノイズ文字（Ｆ１3,33)＝20.66,′＜､002）の主効果および，

これらの交互作用（Ｆ１3,38)＝6.35,ｐ＜,002）のいずれに

関しても有意差が見られた．ＮＬ条件においても標的

文字の大きさ（Fh,,,)＝91.20,ｐ＜､001)，ノイズ文字

(F13,33)＝19.43,ｐ＜､001）の主効果に関して有意差が見

られ，これらの交互作用（Ｆ１3,33)＝2.36,.05＜p＜・10）

に関して有意水準に近い差が見られた．

以上の結果から，標的文字の大きいことは反応時間を

小さくする効果を持つが，その効果はノイズ文字の種類

によって異なることが分る．すなわち，Fig.２からも明

らかなように，ノイズ文字が標的文字と反対の反応に導

く文字となる場合に特に標的文字の大きさの効果が著し

く現れることが分る．

ノイズの大きさの効果

Fig.２より，ノイズ文字の大きさの効果は標的文字

の大きさによって違いが見られることが分る．そこで，

標的文字の小さいＴＳ条件と大きいＴＬ条件に分けて

２（ノイズ文字の大きさ）×４（ノイズ文字)×12(被験者）

の３要因の分散分析を行った．ＴＳ条件においては，ノ

イズ文字の大きさ（ＦＭ)＝9.06,ｐ＜､001)，ノイズ文

字（F18,33)＝26.44,ｐ＜､001）の主要因および，これら

の交互作用（F18,83)＝3.58,ｐ＜､05）に関して有意差が

見られた．ＴＬ条件においては，ノイズ文字の大きさ

(ＦＭ)＝32.88,ｐ＜､001）およびノイズ文字（Ｅ8,881＝

8.80,ｐ＜､001）の主要因に関しての糸有意差が見られ

た．

以上の結果から，ノイズ文字の大きいことは一般的に

反応時間を大きくする効果を持つが，その効果の現れ方

には標的文字の大きさによって違いがあることが分る．

すなわち，ノイズ文字の大きいことは，標的文字の大き
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い条件においてはノイズ文字の種類に関係なく反応時間

を単純に大きくする効果を持つが，標的文字の小さい条

件においてはノイズ文字の種類によって違った効果を持

つことが分った．

ノイズ文字の効果

ノイズ文字の効果を更に詳細に調べるために，標的文

字とノイズ文字の大きさの組糸合わせによってできる４

つの各条件ごとに，４（ノイズ文字)×12(被験者）の２

要因の分散分析および下位検定を行った．分散分析の結

果，ＴＳ－ＮＳ条件，ＴＳ－ＮＬ条件および，ＴＬ－ＮＬ条件

においてそれぞれ（Ｒ3,38)＝18.38,ｐ＜､001；Ｒ8,83)＝

19.35,ｐ＜､001；Ｆ１3,38)＝5.29,の＜､005）ノイズ文字に
関して有意差が見られた．また，ＴＬ－ＮＳ条件において

はノイズ文字に関して（F(8,33)＝2.79,.05＜′＜・10）有

意水準に近い差が見られた．

続いて行った下位検定の結果は次のとおりであった．

ＴＳ－ＮＳ条件においては，ＳＴ条件とＲＣ条件間および

ＳＴ条件とＲＩ－ｂ条件間にそれぞれ有意差が見られない

ことを除きすべての条件対間に有意差が見られた（ＬＳＤ

＝13.21,ｐ＜､05)．ＴＳ－ＮＬ条件においては，いずれの

条件対間においても有意差が見られた（LSD＝11.43,

P＜､05)．ＴＬ－ＮＳ条件においては，ＳＴ条件とＲＩ－ａ条

件間およびＲＣ条件とＲＩ－ａ条件間にそれぞれ有意差

が見られたことを除き他の条件対間に有意差は見られな

かった（LSD＝9.46,ｐ＜､05)．ＴＬ－ＮＬ条件において

は，ＳＴ条件とＲＣ条件間，ＳＴ条件とＲＩ－ｂ条件間

およびＲＣ条件とＲＩ－ｂ条件間にそれぞれ有意差が

見られず，ＳＴ条件とＲＩ－ａ条件間およびＲＣ条件

とＲＩ－ａ条件間にそれぞれ有意差が見られた（ＬＳＤ＝

17.03,Ｐ＜､01)．また，ＲＩ－ａ条件とＲＩ－ｂ条件間に有

意水準に近い差が見られた（LSD＝10.45,.05＜p＜

・10)．

ノイズ文字に関する以上の結果をまとめると次のよう

になる．第１に，文字の大きさの組Zへ合わせのいずれの

条件においても全般的に次の傾向がある．ノイズ文字が

標的文字と同じ文字であるＳＴ条件と，ノイズ文字が

標的文字と反対の反応に導く文字と形が類似しているが

標的と同じ反応に導くＲＣ条件において反応時間が最も

小さいこれらの条件より，ノイズ文字が標的文字と形が

類似することなく標的文字と反対の反応に導くＲＩ－ｂ条

件，ノイズ文字が標的文字と形が類似しているが標的文

字と反対の反応に導くＲＩ－ａ条件，の順で反応時間が大

きくなる．第２に，このようなノイズ文字の効果は，ノ

イズ文字が標的文字より相対的に大きいＴＳ－ＮＬ条件お

よび，標的文字とノイズ文字が等しく小さいＴＳ－ＮＳ条

件において最も明瞭であり，ノイズ文字が標的文字より

相対的に小さいＴＬ－ＮＳ条件において不明瞭となる．以

上の結果は，Eriksen＆Schultz（1979）の主張に基づ

いて最初に立てた予測とほぼ一致する．

しかしながら，予測しない結果も得られた．すなわ

ち，本研究と類似したノイズ文字の実験変数を導入した

Watanabe（1986）の研究においては，ＲＣ条件，ＲＩ－ａ

条件，およびＲＩ－ｂ条件間で反応時間に差が見られなか

ったのに対し，本研究においては，ＲＩ－ａ条件の反応時

間がＲＩ－ｂ条件より大きく，これらよりＲＣ条件の反

応時間が小さかったことである．この原因は次のように

考えられる．本研究においては，Watanabe（1986）と

違って標的文字およびノイズ文字の提示位置を固定した

ため，被験者はノイズ文字を含む３個の文字の作り出す

全体的な形態を標的文字を選択する手がかりとして有効

に利用できたからではないだろうか．すなわち，Fig.１

より明らかなように，ＲＣ条件とＲＩ－ｂ条件において

は，標的文字が形の異なる文字によってはさまれるため

標的文字とノイズ文字の区別が容易である．このことが

標的文字の位置の確定を早めるのに役だちノイズ文字の

干渉を一連の視覚情報処理過程の早い時期に阻止でき，

結果的に反応時間も小さくなったものと考えられる．こ

れに対しＳＴ条件とＲＩ－ａ条件においては，標的文字

とノイズ文字の形が類似しているため全体的な形態を標

的文字を選択する手がかりとして利用しにくかったので

はないかと考えられる．
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